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目的　引越した高齢者の年齢別にみた情報とサービスに関する要望を明らかにし，支援のあり方を
検討する一助にすることである。

方法　一都市部の 1 年間の転入者全731人に質問紙を郵送し，回収した310通中299通を分析対象と
した。分析は，年齢階級別に，引越後に困ったこと，知りたかった情報，あればよかったと思
うサービス等の変数について，χ2検定，一元配置分散分析を行った。

結果　対象者は，男性118人，女性181人，平均年齢は75.6±7.2歳であった。69歳以下67人，70～
74歳83人，75～79歳65人，80～84歳38人，85歳以上44人であり，この 5区分別に分析を行った。
引越後に困ったことは，80歳以上では「周辺環境が分からず外に出にくい」「家族に気を使
う」が有意に多かった。引越後の情報源は，79歳以下は，ちらし ･新聞，広報，市民便利帳か
らが多く，高齢な人ほど，介護保険サービス関係者と家族からが多かった。知りたかった情報
は，79歳以下は交通機関についてが多く，80～84歳では老人クラブについてが多かった。高齢
な人ほど介護保険等福祉サービスの情報を求めていた。引越した高齢者向けのサービスについ
ては全体の64.9%があればよいと答え，80歳以上では，保健師等の訪問による相談を求める割
合が有意に多かった。

結論　高齢者の引越後の生活の支援においては，前期高齢者が求めている外出先や交通機関の情報
を広報やマスメディアを通じて提供すること，後期高齢者には個別の訪問型の相談や家族を通
じた支援などが有用であることが示唆された。

キーワード　高齢者，介護予防，転居，年齢，情報，要望

Ⅰ　緒　　　言

　わが国の高齢者の移動率（65歳以上人口に占
める約 5年間の移動割合）は10～20%といわれ
ている1）。高齢者の健康と生活機能は，居住環
境との適合と関連するといわれ2），引越した高
齢者が新たな環境の情報をどのように，どれだ
け取り入れるかは，重要な課題と考えられる。
　近年の高齢者に関する健康政策において，地
域における活動の促進が強調されており3），引
越した高齢者も新たな環境の中で，地域社会の

情報を得ながら活動に参加することが望まれる。
　地域の高齢者における引越の影響に関する欧
米の研究のレビュー4）5）によると，引越の意志
決定が重要な因子であり，自発的な引越の場合
は死亡率の増加がないこと，生活機能や幸福感
は改善と低下に研究知見が分かれることが明ら
かにされている。
　わが国の研究では，都市部への自発的な引越
は適応を促すこと6）や，ソーシャルネットワー
クが抑うつを緩和すること7）8）が明らかにされ
ている。わが国でも高齢者の引越とその影響に
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ついての報告が増えつつあるが，地域の引越経
験を持つ高齢者を対象とした研究は，対象者の
把握が困難であることなどから，報告は限られ
ている。
　高齢者の心身機能の低下には，年齢が大きく
関連している9）ことから，高齢者の引越の背景
や生活上の課題が，年齢別で異なることが推測
されるが，その内実は明らかではない。高齢者
の引越後の生活の再構築の時期において，どん
な情報やサービスが求められているかを高齢者
の視点から明らかにすることが重要と考えられ
る。そこで，本研究では，都市部の一地域に引
越した後の高齢者において，引越後に困ったこ
と，引越後の情報源と知りたかった情報，およ
び引越後の高齢者向けにあればよいと思った
サービスについて，年齢別に明らかにすること
を目的とする。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　調査対象地域の概況
　北海道内の都市部の人口約20万人，高齢化率
約17%の地域を対象とした。当地域は，商業地，
住宅地，山林からなる。65歳以上の転入者は年
間約700人である。

（ 2）　対象者と調査方法
　平成15年 7 月から平成16年 6 月までに，当地
域に転入した65歳以上の者全数を市の保健福祉
担当職員がリストアップし，把握された731人
に自記式質問紙を郵送した。調査期間は平成16
年 8 ～ 9 月であった。調査の目的と個人情報保
護について説明文書を添付し，郵送で回収した。
回収した310通（回収率42.4%）のうち，死亡，
長期入院，記入不備の11通を除く299通を分析
対象者とした。

（ 3）　調査内容
　調査項目は，個人と引越に関する特性，引越
後に困ったこと，引越後の情報源と知りたかっ
た情報，引越後の高齢者向けにあればよいと
思ったサービスである。項目の作成に当たって

は，対象地域の保健福祉担当職員の，今回の
テーマに関するインタビューを基にした。
　①個人と引越に関する特性：年齢，性別，配
偶者の有無，家族人数，介護保険の認定の有無，
老研式活動能力指標でみた生活機能，既往，引
越理由を尋ねた。引越の意志決定の主体は，先
行研究6）を参考に，今回の引越は「（どちらか
といえば）自分が望んだ」か「（どちらかとい
えば）仕方がなかった」で回答を求めた。
　②引越後に困ったこと：「暮らしにお金がか
かる」「周辺環境が分からず外に出にくい」「近
所との付き合いに気を使う」「住宅が使いにく
い」「家族に気を使う」に「当てはまる」か否
かの 2択で回答を得た。
　③引越後の情報源と知りたかった情報：情報
源は「引越後何から情報を得たか」と尋ね，広
報，ちらし･新聞，家族などについて，それぞ
れからの情報を得たことが「あった」か否かを
複数回答で答えて貰った。知りたかった情報は，
各項目について「当てはまる」「当てはまらな
い」の 2択で複数回答とした。
　④引越後の高齢者向けにあればよいと思った
サービス：引越者向けに何らかのサービスがあ
れば良かったと思うかを「必要ない」「あれば
よい」で回答を得て，その内訳は複数回答で得
た。

（ 4）　分析方法
　年齢 5歳階級別に，変数の形式によって，ク
ロス集計とχ2検定，一元配置分散分析を行った。
統計ソフトはSPSS Ver.16を用いた。年齢階級
別の分析は，69歳以下，70～74歳，75～79歳，
80～84歳，85歳以上の 5階級別の各変数の分布
をみた後，年齢の高低の群別の比較として，79
歳以下と80歳以上の 2群間の検定を行った。

（ 5）　倫理的配慮
　対象地域の保健福祉部長からの本研究の趣旨
についての同意を得た。質問紙の郵送時に，本
研究の目的，個人情報の保護等に関する説明文
書を同封した。同意した場合に回答するものと
した。
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に多かった。活動能力指標の得点は，79歳以下
は平均10点以上であり，80～84歳は8.5点，85
歳以上は4.8点と低かった。引越の意志決定の
主体は，79歳以下は「自分が望んだ」が多かっ
た。既往・現病は，腰痛・関節痛47.2%，高血
圧41.5%，心疾患23.4%，脳血管疾患13.7%で
あり，年齢による差は明らかではなかった。引
越理由は「 1人暮らしや老夫婦暮らしの不安」
21.1%，「病気や障害がきっかけ」12.7%，「子
どもとの同居・近居のため」11.4%，「好きな
場所に住むため」9.0%，「立ち退きなどの住宅
事情」7.7%などであり，年齢による有意な差

表 1　対象者の属性と引越に関する特性

総数
（ｎ＝299）

69歳以下
（ｎ＝67）

70～74歳
（ｎ＝83）

75～79
（ｎ＝65）

80～84
（ｎ＝38）

85歳以上
（ｎ＝44）

検定
p値

性別
　男性（％） 39.5 50.7 38.6 33.8 36.8 34.1 0.3731）
　女性（％） 60.5 49.3 61.4 66.2 63.2 65.9
配偶者
　あり（％） 43.5 58.0 48.2 49.2 28.9 15.9 <0.0011）
家族　人数
　平均±標準偏差 2.3±1.5 2.0±1.1 2.1±1.2 2.4±1.8 2.5±1.4 3.0±2.1 <0.0012）
　（最小～最大） (1~8) (1~6) (1~7) (1~8) (1~6) (1~8)
家族形態3）

　引越前→引越後
　　独居→独居（％） 20.7 21.7 20.5 24.6 15.8 18.2 0.424
　　夫婦→独居（％）  5.4  4.3  6.0  4.6  2.6  9.1 0.775
　　夫婦→夫婦（％） 26.1 36.2 37.3 24.6 10.5  4.5 <0.001
　　独居・夫婦→家族4）（％） 20.4 11.6 18.1 20.0 34.2 27.3 0.01 
　　家族→独居・夫婦（％） 11.4 10.1  8.4 13.8 13.2 13.6 0.541
　　家族→家族（％） 16.1 15.9  9.6 12.3 23.7 27.3 0.008
介護保険
　認定あり（％） 24.5 10.1  8.4 18.5 42.1 72.1 <0.0011）

老研式活動能力指標でみた生活機能 9.5±3.5 10.7±2.1 10.9±2.7 10.3±2.8 8.5±3.5 4.8±3.7 <0.0012）
　（最小～最大） (0~13) (4~13) (0~13) (1~13) (0~13) (0~13)
転居の意志決定主体
　自分が望んだ（％） 63.0 68.7 72.5 70.8 47.2 36.6 <0.0011）
　仕方がなかった（％） 37.0 31.3 27.5 29.2 52.8 63.4
注　1）　χ2検定（79歳以下，80歳以上の 2群の間の差の検定）
　　2）　一元配置分散分析
　　3）　 1つのカテゴリーとそれ以外の計との検定
　　4）　家族：夫婦以外の縁者（子，兄弟等）

表 2　引越後に困ったこと
（単位　％）

総数
（ｎ＝299）

69歳以下
（ｎ＝67）

70～74歳
（ｎ＝83）

75～79
（ｎ＝65）

80～84
（ｎ＝38）

85歳以上
（ｎ＝44）

χ2検定2）

ｐ値

暮らしにお金がかかる 37.5 50.7 26.5 38.5 44.7 29.5 0.848
周辺環境が分からず外に出にくい 28.8 14.5 15.7 29.2 57.9 50.0 <0.001
近所との付き合いに気を使う 27.4 36.2 32.5 20.0 31.6 11.4 0.111
住宅（建物の構造）が使いにくい 17.1 18.8 15.7 15.4 18.4 18.2 0.727
家族に気を使う 9.0 2.9 6.0 9.2 13.2 20.5 0.003

注　1）　数値は該当と回答した人の割合
　　2）　χ2検定は79歳以下，80歳以上の 2群の間の差の検定

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　個人と引越に関する特性（表 1）
　対象者299人のうち，年齢は，平均75.6±7.2
歳であり，69歳以下67人，70～74歳83人，75～
79歳65人，80～84歳38人，85歳以上44人であっ
た。男性は118人，女性181人であった。家族人
数は年齢が高いほど多く，家族形態は，引越前
も引越後も夫婦という形態は，79歳以下に有意
に多かった。介護保険の認定ありが80～84歳で
42.1%，85歳以上72.1%であり，年齢が高い人
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はみられなかった。

（ 2）　引越後に困ったこと（表 2）
　「暮らしにお金がかかる」が最も多く，80歳
以上では「周辺環境が分からず外に出にくい」
「家族に気を使う」が多かった。「住宅が使い
にくい」は各年齢層において10%台であり，差
がみられなかった。

（ 3）　引越後の情報源と知りたかった情報（表
3， 4）

　引越後の情報源は，79歳以下は，ちらし･新
聞，広報，市民便利帳からが多かった。75歳以
上の場合は，介護保険サービス関係者と家族か
らの割合が多かった。
　知りたかった情報は，全体で多いのは交通機
関，医療機関に関する情報であった。交通機関
については知りたかったという人が79歳以下に
多かった。公園や散歩コース，買い物できる店，
保健サービスについて知りたかった人は約 2割

表 3　引越後の情報源
（単位　％）

総数
（ｎ＝299）

69歳以下
（ｎ＝67）

70～74歳
（ｎ＝83）

75～79
（ｎ＝65）

80～84
（ｎ＝38）

85歳以上
（ｎ＝44）

χ2検定1）

ｐ値

マスコミ
　ちらし・新聞 35.1 42.0 42.2 38.5 26.3 13.6 <0.001
　テレビ・ラジオ 10.7 11.6 9.6 13.8 7.9 9.1 0.456
行政･公的サービス
　広報 51.2 63.8 56.6 53.8 44.7 22.7 0.001
　区役所 20.7 24.6 22.9 26.2 10.5 11.4 0.01
　市民便利帳 18.7 18.8 26.5 21.5 13.2 4.5 0.005
　介護保険サービス関係者 7.4 - - 7.7 15.8 25.0 <0.001
人
　家族 33.1 17.4 22.9 44.6 39.5 54.5 <0.001
　近隣の人 18.4 21.7 19.3 21.5 13.2 11.4 0.089
　町内会役員 9.7 15.9 7.2 9.2 7.9 6.8 0.392
　民生児童委員 7.4 11.6 6.0 7.7 7.9 2.3 0.313

注　1）　χ2検定は79歳以下，80歳以上の 2群の間の差の検定

表 4　知りたかった情報
（単位　％）

総数
（ｎ＝299）

69歳以下
（ｎ＝67）

70～74歳
（ｎ＝83）

75～79
（ｎ＝65）

80～84
（ｎ＝38）

85歳以上
（ｎ＝44）

χ2検定1）

ｐ値

外出・娯楽に関する情報
　交通機関 31.4 40.6 24.1 47.7 31.6 6.8 0.003
　公園や散歩コース 21.7 30.4 19.3 24.6 21.1 9.1 0.067
　買い物できる店 21.7 27.5 22.9 26.2 13.2 11.4 0.014
　趣味や健康関連サークル 14.0 17.4 14.5 16.9 15.8 2.3 0.092
　趣味の講座や教室 11.0 15.9 12.0 13.8 7.9 - 0.0122）
　人と集える場 9.7 13.0 6.0 10.8 21.1 - 0.984
　老人クラブ 6.0 1.4 2.4 7.7 23.7 2.3 0.006
　ボランティアする場 2.7 4.3 2.4 3.1 - 2.3 0.3372）
保健医療福祉情報
　医療機関 31.4 37.7 31.3 36.9 23.7 20.5 0.030
　介護保険等福祉サービス 27.4 18.8 14.5 36.9 36.8 43.2 0.002
　保健サービス 21.1 18.8 16.9 33.8 21.1 13.6 0.297
生活の利便に関する情報
　年金や手当の手続き 18.1 18.8 12.0 29.2 18.4 11.4 0.344
　出前してくれる店 11.7 10.1 15.7 16.9 7.9 2.3 0.0262）
　除雪の情報 10.7 17.4 9.6 12.3 10.5 - 0.045
　町内会 6.7 5.8 3.6 10.8 15.8 - 0.789
　修理，修繕の店 7.4 8.7 4.8 13.8 7.9 - 0.1322）

注　1）　χ2検定は79歳以下，80歳以上の 2群の間の差の検定
　　2）　Fisherの直接法

で，年齢差がみられな
かった。介護保険などの
福祉サービスについての
情報は，より高齢な人に
求められていた。80～84
歳は，人と集える場，老
人クラブ，町内会につい
ての情報を求める人が多
かった。

（ 4）　引越した高齢者向
けにあればよいと
思ったサービス（表
5）

　全体の64.9%が引越し
た高齢者向けのサービス
があればよいと答え，年
齢による有意差はみられ
なかった。望むサービス
の内訳で多かったのは，
情報誌の発行35.1%であ
り，続いて施設見学会，
保健師等の訪問による相
談，区役所での講演会で
あった。町内や老人クラ
ブでの交流を望む人は約
1割であった。保健師等
の訪問による相談は，高
齢な人ほど求めている割
合が高かった。講演会を
求めていたのは，75～79
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歳に多かった。

Ⅳ　考　　　察

（ 1）　対象者の特性に
ついて

　本研究の調査の有効
回答率は42.4%であり，
低かった背景として，
郵送法であり高齢者に
とって投函が困難だっ
た可能性，本人が入院

少なくないことが推測された。高齢者のケア
サービスに関する研究においても，最も多かっ
た要望は経済的援助13）であり，多くの高齢者が
経済的負担の軽減を望んでいることが一致して
いた。「住宅が使いにくい」は全体で10%台で
あり，年齢差もみられなかった。高齢になって
からの物理的環境の変化はネガティブな場合と
ポジティブな場合があるといわれる2）が，本研
究においては，住居が困難と認識される割合が
少ないことが明らかとなった。
　また，80歳以上の人は「周辺環境が分からず
外に出にくい」「家族に気を使う」の割合が多
かった。後期高齢期には閉じこもり，うつ，不
活発の悪循環が生じることがある13）。生活機能
が低下し，介護保険の認定を受けて家族と近居，
同居した高齢者が，様々な遠慮から不活発にな
ることが，介護度の悪化に拍車をかける。適切
なサービスの利用には家族の理解が重要であ
る14）ことから，年齢が高い高齢者の引越に際し
ては，本人と家族の意向の調整や，家族が適切
な役割をとれるような支援も重要と考えられた。
　引越後の情報源には，年齢による有意な差が
みられ，79歳以下は，広報，ちらし・新聞，市
民便利帳から情報を得ていた。生活機能や視聴
覚機能が保たれ，成人期とほぼ同様の情報収集
手段を使うことができる前期高齢者には，ポ
ピュレーションアプローチで情報を伝達できる
と思われた。79歳以上では，介護保険サービス
関係者と家族からの情報が多かった。79歳以上
は，多くの場合，見守りやサポートが必要にな

表 5　引越した高齢者向けにあればよいと思うサービス
（単位　％）

総数
（ｎ＝299）

69歳以下
（ｎ＝67）

70～74歳
（ｎ＝83）

75～79
（ｎ＝65）

80～84
（ｎ＝38）

85歳以上
（ｎ＝44）

χ2検定1）

ｐ値

必要ない 35.1 30.4 38.6 29.2 34.2 45.5 0.254あればよい 64.9 69.6 61.4 70.8 65.8 54.5
　情報誌の発行 35.1 43.5 36.1 35.4 31.6 22.7 0.065
　施設見学会 19.4 18.8 21.7 27.7 13.2 9.1 0.024
　保健師等の訪問による相談 15.7 11.6 12.0 12.3 21.1 29.5 0.004
　区役所での講演会（大人数） 13.0 7.2 18.1 24.6 5.3 2.3 0.0022）
　町内会での交流会 11.4 15.9 9.6 9.2 13.2 9.1 0.895
　老人クラブ交流会 9.4 7.2 4.8 15.4 18.4 4.5 0.557
　地域ごとの講演会 7.7 8.7 3.6 16.9 5.3 2.3 0.1442）

注　1）　χ2検定は79歳以下，80歳以上の 2群の間の差の検定
　　2）　Fisherの直接法

の場合に家族が回答を見合わせた可能性等が考
えられる。従って，本研究の分析対象者は調査
に同意し回答可能だったケースに限られている。
このことをふまえて以下を考察する。
　本研究対象者は，すべて引越 1年以内の人で
あり，79歳以下の場合は，生活機能が保たれ，
引越を自分で決めた人が多いことが明らかと
なった。本研究対象の，介護保険の認定ありが
80～84歳で42.1%，85歳以上72.0%であり，わ
が国の介護認定者の割合である，80～85歳で約
30%，85歳以上約60%を上回る。このことから，
引越した高齢者，なかでも後期高齢者は，より
生活機能が低下した人々であると推測された。
つまり，引越の前の段階で，老化に伴う心身機
能の低下があり，受療や買い物の利便を求める
こと10）や，家屋の管理の負担を避けるための引
越，急病や事故に備えての子どもとの同居，近
居11）など，生命，生活の維持と対処としての引
越が含まれていると思われた。また，70歳代の
引越は，「自分が望んだ」が約70%であったの
に対して，80歳を境に「仕方がなかった」が半
数を超え，高齢であるほど引越にジレンマを抱
えている可能性が示唆された。後期高齢者の精
神健康に問題が多い12）ことからも，引越後の精
神的なケアが必要であると思われた。

（ 2）　引越後に困ったことと情報への要望
　今回の対象者では，引越後の困ったことは
「暮らしにお金がかかる」が最も多く，生活の
再構築には支出がかさみ主観的な経済負担感が
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り始める時期であり，サービス関係者や家族と
の接触により情報が伝達されたと思われた。都
市部の高齢者における地域ケアへの意向には，
性別，年齢，世帯構成や，介護，精神機能など
の個人の要因が関連している15）ことから，高齢
者の心身機能や個人的特性にあった情報の補完
が重要と思われた。知りたかった情報で多いの
は，交通機関，医療機関に関してであった。今
回は，JRや地下鉄，バス等が運行している地
域を対象にしており，選択肢が多いゆえに，よ
り効果的に交通機関を使うための情報を求めて
いると思われた。
　医療機関については，引越時に受療が継続さ
れることが重要である16）が，今回の対象者の約
3割は情報を求めている。住民登録時に医療機
関の情報を得られるシステムや，相談できる場
が必要と思われた。介護保険などの福祉サービ
スの情報は，より高齢な人に求められており，
後期高齢者が介護保険証等の住所変更をする機
会を生かして，地域の相談機関やサービス提供
一覧が配布されることが有用と思われた。80歳
以上において，老人クラブ，人と集える場，町
内会についての情報を求める人が多い。79歳ま
では，外出や趣味や関心を優先して社会と関わ
る傾向に対して，80歳以上では，参加しやすい
地縁型の組織に関心が向くことが明らかになっ
た。個人の特性を重視しつつ，80歳前後の人に
地域の老人クラブ等に参加するよう働きかける
ことは活動能力や健康の維持増進に有用である
と思われた。

（ 3）　引越した高齢者向けのサービス
　全体の 6割以上が引越した高齢者向けのサー
ビスがあればよいと答えていたことから，今回
のような年間数百人の転入者がいる地域では，
転入者をターゲットにした情報誌や集いの企画
が重要と思われた。前期高齢者には施設見学会
や地域の公的機関での学習などのプログラムが
求められており，これらをきっかけに地域の活
動に参加する可能性が示唆された。79歳以上で
は，保健師の訪問のような身近で自分の負担が
少ないサービスが望まれている。介護予防の重

要な項目である，閉じこもり，うつや認知症の
予防の視点から，地域包括支援センター，社会
福祉協議会の職員や民生委員が，転入者が出か
けられる場や，人と交流する機会をつくってい
くことが望ましいと思われた。
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